
 

 

扶桑社 2016 年度ラインナップ速報！ 
 

業界に馴染まず、交友も限られるなか、独立独歩の冥府魔道を歩む扶桑社ミステリー編

集部（笑）。多忙なれど、今年度も増員のあてがあるわけもなく、とにかく翻訳班は一人で

頑張ってゆくしかありません。それでも、伝統あるレーベルの火をたやさぬよう、皆様の

お力添えをいただきながら、なんとか楽しいミステリーを上梓して参る所存でございます

ので、なにとぞご助力、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます！ 

 

●続々、主力商品投入！ 
4 月のスティーヴン・ハンターに引き続き、昨年同様、5 月と 7 月にはクライブ・カッスラー

の新刊が控えております。 

5 月はオレゴン・ファイルの最新作『Piranha』（上・下）をお届けする予定です。大海原を

股にかけて戦う快男児ファン・カブリーヨ船長と頼もしいオレゴン号の仲間たち。今回、

オレゴン号クルーは、カリブの海で恐るべき陰謀をたくらむ強敵と対峙します。驚天動地

のウルトラ秘密兵器も登場、血沸き肉おどる圧倒的エンターテイメントです。 

さらに 7 月にはファーゴ・シリーズの最新作『The Eye of Heaven』（上・下）を予定してお

ります。年明けには久々の探偵アイザック・ベルものの三作目、『The Spy』（上・下）も準

備中。 

おお、それから夏の間には、ジェームズ・ロリンズの SF アドベンチャー『Alter of Eden』

（上・下）も刊行しなければいけません（というか、出さないと出版期限が切れてしまう！）。

デイル・ブラウンのハイテク軍事サスペンス『Rogue forces』（上・下）も年内予定。 

扶桑社の誇る超エンターテインメント路線にご期待ください！ 

 

●今年もやります。扶桑社マニアック路線！ 
 昨年度は『ジグソーマン』で軽く物議を醸した弊社でございますが、今年も渋めの企画、

マニア心をくすぐる企画もエンタメ大作と合わせて進めてまいります。 

まずは（まだ 100％本決まりではないですが）早いタイミングでチャールズ・ウィルフォー

ドの幻のノワール作品『Pick Up』をお届けできればと考えております。貧乏画家と謎の女

の邂逅と逍遥を独特の筆致で描き出す佳品。とある「仕掛け」も含めて、必ずや皆ざまの

ご期待に応える一書となるかと存じます。これを扶桑社ノワール・リバイバル・シリーズ

の第一弾とできれば嬉しい限りです。 

レオ・ブルースの扶桑社第二弾も鋭意進行中。年内にはお披露目できるよう訳者さんと相

談中です。そろそろ伊藤典夫先生の『リチャード・マシスン短編集』もちゃんと形にしないと

いけません。その他、もろもろ水面下で進行している愉快な企画が多々ございます。 

皆様ご期待ください。お楽しみに！ 
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